
 

 
 

 

大丸出店は実現するか？ 
－６月末をメドに基本協定締結に向け協議中－ 

 

５月２９日に行われた、市議会「地域活性

化特別委員会」で、松菱跡地についての状

況報告がありました。 

 

平成１３年１１月に経営破綻した「松菱」の

跡地については、「松菱後再生協議会」での

検討を経て、平成１７年２月に県知事から

「市街地再開発事業」の施行認可を受け、具

体的な事業計画の作成を進めてきました。 

 

しかし、市民から要望の多かった百貨店の

誘致は、バブル崩壊後の百貨店業界の経営

建て直し等の事情もあり、困難を極める状況

でした。 

 

こうした中、平成１８年７月に「大丸」から、

「具体的な検討を行うための協議に着手す

る」との回答があり、平成１９年３月、「基本協

定締結に向けての出店協議状況確認書」に

調印し、協議調整作業を進めています。 

 

基本協定締結のメドは今月末となっていま

す。関係者間の合意形成が図れるかどうか

注目されます。 

 

「基本協定締結に向けての 
出店協議状況確認書」の要点 

 
・ 事業スケジュール 
平成２２年１１月を事業完了（施設オープン）

予定とする。 

・ 基本協定締結 
平成１９年６月に締結する 

・ 施設計画 
街区一体開発による一敷地一建物の実現を

目指し、関係者の合意形成を図る。 

・ 経済条件 
基本協定締結時に合意する。 

・ 駐車場確保 
建物内に駐車場を確保し、周辺に１０００台

以上確保する。 

・ 周辺整備 
周辺地域のまちづくりの促進、快適な回遊性

を確保する。 

・ 事業支援 
市街地再開発事業など制度補助の確保に

努める。 
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委 員会 の 議 論 に も 注 目 を 
「常任委員会」と「特別委員会」 

議会では本会議の「代表質問」や「一般質

問」が注目されますが、この他にも議論の場が

あります。それが地方自治法（１０９条、１１０

条）に規定されている「常任委員会」と「特別

委員会」です。 

「常任委員会」は市役所組織の業務に対応

し、「特別委員会」はタイムリーな市政課題に

ついて設置されるものです。浜松市議会には

下記の５つの「常任委員会」と４つの「特別委

員会」が設置されています。

 

常任委員会 所轄部門 

総務 総務部、企画部、財務部、会計課、選挙管理委員会、人事委員会、監査委員、 

他の常任委員会に属さないもの 

厚生保健 社会福祉部、こども家庭部、健康医療部 

環境経済 環境部、商工部、農林水産部、農業委員会 

建設 都市計画部、公園緑地部、土木部、建築住宅部、上下水道部 

文教消防 生活文化部、教育委員会、消防 

特別委員会 設置目的 

大都市制度調査 １． 大都市の行政実態に対応した制度の調査研究 

２． 地方分権の推進に関する調査研究 

地域活性化 １． 中心市街地活性化の推進 

２． 企業誘致等に関する調査研究 

河川・道路・ 

森林整備促進 

１．主要河川の整備促進、２．長大橋の建設促進、３．高規格道路等の整備促進、

４．遠州鉄道高架事業の推進、５．森林林業に関する調査研究、６．遠州灘海岸の

侵食問題に関する調査研究 

行財政改革推進 １．行財政改革の推進 

私は、常任委員会は「環境経済委員会」に、

特別委員会は「大都市制度調査特別委員会」

に属しました。 
「環境経済委員会」の守備範囲は、「環境問

題」の他に「企業誘致」や「中心市街地活性化」、

そして「観光産業」なども含んでいます。「元気な

浜松づくり」のための幅広い議論に参画できそう

です。 

「大都市制度調査特別委員会」は、今後の

行政システムを検討する委員会。地方分権が

進む中、権限委譲を進め、将来に向けて筋肉

質の自治体をつくっていくための委員会だと考

えます。 

他の政令市や行革先進都市をしっかり研究

して、１０年２０年先を見据えたシステムづくり

（＝「将来に向けての行革」）を考えたいと思い

ます。



紹介します「市民クラブ」 
 市民クラブは６人で構成している会派です。改選前は８人でしたが、選挙制度の変更（区割り）などにより

２人減となりました。民主党籍を持っている議員が１人。５人は無所属です。 

 

【メンバー紹介（○数字は当選回数）】 

  

二橋雅夫 （カワイ労組・中区）④５６歳 市民クラブ会長  

議会運営委員会委員 文教消防委員会委員 河川・道路・森林整備促進特別委員会委員 

 

斉藤晴明 （自治労・中区）④５１歳 市民クラブ副会長  

総務委員会委員 大都市制度調査特別委員会委員 

 

袴田修司 （ヤマハ発動機労組・浜北区）②５２歳 市民クラブ幹事長  

建設委員会副委員長 地域活性化特別委員会 

 

丸井通晴 （NTT労組・南区）⑥５９歳 民主党 （前浜松市議会副議長） 

建設委員会委員 地域活性化特別委員会委員 

 

樋詰靖範 （本田技研労組・中区）③５３歳 

厚生保健委員会委員 行財政改革推進特別委員会副委員長 

 

 

【市民クラブの基本的な考え方（会則より抜粋）】 

○会員の政党・党派は問わないが、政党の方針に拘束されないで、市民の立場にたって考え行動することを

基本とする。 

○会は浜松市勢の発展と市民生活・市民福祉の向上を図ることを目的とし、次の重点政策を推進する。 

 

① 中央集権の弊害を排除するため、地方

分権を推進し、創造性豊かな街づくり・

効率的な行政を推進する。また、地方

分権の受け皿を推進するため、市町村

合併を推進する。 

② 地方財政の硬直化、借金体質の進行、

肥大化した行政機構などを改革するた

め、組織機構の縮小やムダの排除を進

めるとともに、民間との役割分担見直し

などの行財政改革を積極的に推進す

る。 

③ 市民生活を豊かにするためには、産業

の振興が不可欠であり、国際競争力の

あるバランスのとれた産業振興を積極

的に推進する。 

④ 道路や公園、下水道、区画整理事業

など、住みよい街づくりのための、都市

基盤整備を積極的に推進する。但し、

開発にあたっては、自然環境保護を考

慮し進める。 

⑤ 男女共同参画社会を推進し、個人の

人格が尊重され、能力が最大限に発

揮される社会づくりを積極的に推進す

る。 

 

⑥ 高齢者や障がい者など、社会的弱者に

対するいたわりの政策を推進するととも

に、少子高齢化時代に対応する、福祉

制度の充実を積極的に推進する。 

⑦ 地球環境保全は、人類に科せられた

大きな課題であり、森林や河川などの

自然環境を保全するとともに、省資源･

省エネルギー型社会を構築し、資源物

のリサイクルの推進などの、環境保護の

活動を積極的に推進する。 

⑧ 次代を担う青少年の健全育成は、重

要な課題である。青少年健全育成のた

め、学校制度の改革や人づくりの事業

などを積極的に推進する。 

⑨ 市民生活を豊かにするためには、音楽、

芸術、スポーツ、郷土芸能などの文化

振興が大切であり、市民文化を振興す

るため、参加機会の拡大や施設の充

実を積極的に推進する。 

⑩ 平和は市民生活の源であり、国連を中

心とした、全ての国との平和外交を推

進することを支持する。但し、外交問題

は国政であり、地方議会へは論議を持

ち込まないことを原則とする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月議会が終わり、議会人事が固まりました。私自身も、

これからの４年間、しっかりと議員としての活動ができるよう

にがんばります。 

 

ホッとする間もなく、６月議会がスタートしました。旬の話

題としては鈴木市長がマニフェストに掲げていた「退職金

の廃止」「市長公舎の廃止」が提案される見込みです。 

 

また、私の所属する環境経済委員会では、松菱跡地の

問題やフォルテの今後のあり方の他、平和破砕処理セン

ターの復旧工事が大きなテーマになります。 

約１０億円弱の大きな補正予算審議です。“１年坊主”

ではありますが、じっくりと腰を落ち着けて、市民に納得して

もらえる事業とすべく、議論に参加したいと思います。 

 

なお、デビュー戦（一般質問）は９月議会の予定です。 

まだまだ経験不足ですが、今後とも、ご指導ご鞭撻を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 
 

 

５ 月 の 活 動 報 告
01(火) 初議会打合会 

02(水) 入野中 PTA総会 

03～05 浜松まつり 

07(月) 中央労使協議会 

08(火) 全員協議会 

     入野地区自治会連合会総会 

10(木) 全員協議会 

11(金) 全員協議会 

13(日) しんば賀津也事務所開き 

14(月) 本会議 

16(水) 全員協議会 本会議 

17(木) 環境経済委員会 

     販労浜松支部執行委員会 

19(土) ユタカ技研労組ボウリング大会 

21(月) 全員協議会 本会議 

22(火) 新人議員予算勉強会① 

23(水) 新人議員予算勉強会② 

     スズキ協総会 

24(木) 施設訪問 

25(金) 浜松西地域協議会傍聴 

27(日) 運動会（入野小・大平台小） 

28(月) ﾑﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱﾚｸﾞﾘｱ学校評議員会 

29(火) 大都市制度調査特別委員会 

     舞阪地域協議会傍聴 

30(水) 環境経済委員会 

31(木) 環境経済委員会 

     連合浜松意見交換会 

 

６ 月 の 主 な 予 定
01(金) 全員協議会 

03(日) 運動会（西都台小） 

04(月)～ 議会報告会（タ支部） 

07(木) 西区協議会傍聴 

08(金) 本会議 環境経済委員会 

09(土) 入野中学校区青少年健全育成会総会 

10(日) 浜松市水防演習 

     日産労連部労東海地区 

15(金) 全員協議会 本会議（代表質問） 

17(日) タ支部潮干狩り 

19(火) 本会議（代表・一般質問） 

20(水) 本会議（一般質問） 

21(木) 環境経済委員会 

29(金) 全員協議会 本会議 

 

【最近のブログから･･･】 

５／２４(木)「浜松の子ども」 

最近「赤ちゃんポスト」や「児童虐待」など、子どもの養育を巡

る話題がありますが、実際のところをまったく知らなかったのと、

浜松が政令市となり「児童相談所」が市に移管されたこともあった

ので、スズキ労連役員と一緒に、近所にある「児童養護施設」「乳

児院」などを訪ねてみました。 

「乳児院」は、さまざまな事情で子どもを育てることのできない

保護者に代わって、２歳未満の赤ちゃんを養育する施設。２歳を超

えると「児童養護施設」に移るようですが、子どもの様子などを見

ながら弾力的に運用されているそうです。静岡県西部には１ヵ所し

かないそうで、定員一杯の２０人を預かっているとのことでした。

詳細には触れませんが「事情」はさまざまです。ベビーベッドに寝

ているかわいい赤ちゃんを見て、「かけがいのない命を守るために

はこうした施設が必要なのだ」と痛感しました。 

「児童養護施設」では･････（以下は下記ブログでご覧ください）

田口のブログ《創ろう！元気な浜松》

http://taguchi-hamamatsu.cocolog-nifty.com/blog/ 


